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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第2群はサンボーンのメタヅレーターにより呼吸曲

　　　　　　　　　緒　　警　　　　　　　　　　　　線を描写しながらBC・・ユ6と拮む‘剤の相五関係を呼吸

　第1編において著岩は成犬を使用して｝lexame・・　　面より検討した。

thylene－bis－carbaminoylcholine　iodide　（BC－－16。

Synrex）の少盤投与時及び反復投尊時の拮抗剤の効　　　　　　　　、　　　　輿験成績
　タ

果，及びSuccinylcholine　chloride（以下SC．C．　　　　　〔1群〕

と略す）との相互作用，エーテルとの相互作用，拮抗　　　　　（1）少監投与蒔における楼抗剤の効果

剤の相互作用などについて報告したが，筋弛緩剤の作　　　　BC－－16癒0・Ol～O・02mp／ley静注し・筋収縮艮封線の

用は動物の種類により薯しい差がみられるので，鋤物　　　回復期に拮抗剤を静注すると，Tensilon　IO解の投与

実験成緻をそのまま臨床にあてはめることはできな　　　によりBC－16の効果が増強される傾向を示した（図

い。したがつてこれらの点を全身状態の良妊な手術患　　　1）。またVagostigmin静注においては少くとも拮

者を対象として臨床的に検討を試みたのでその成績を　　抗作用はみられず，むしろ増強的に作用する傾向が認

報告する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　められた。

　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）　比較的大盤投与後における拮抗剤の効果

　　　　　　　　　　実験方淡　　　　　　　　　　　　　　BC唖6を（、．06～0，1解／》術中に使用し、術後さら

　実験対象として成人で全身状態の比較的良好な患者　　　にBC－16を0．02～0、個㎎／feg静注し，筋収縮llll線の

35洌について原則とレて手術開始前に突験を行なつ　　　回復期に拮抗剤を使用すると，TensilOn，　Vagostig－一

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　minともに拮抗的に作用した（図2，3）。

　患者を第1群30例，第2群1ま5例の2群に分つた。￥　　　（3）　反復投与の効果

　第工群は意識下で気管内チ：・・一一ブを挿入し，チオペ　　　　BC・・160．　015－“o・　02　nv／kgを30分間隔で反復投与す

ントバルビタール（ラボナ・・一ル）静注により螺入し，　　ると図4に示す如く第3回目の投与後その効果は漸次

閉鎖循環式麻酔器に連結しL笑気44，酸素24を半　　　減弱し，第5～6回目頃はBC－．16の効果は最も滅弱

閉鎖式で流し，更にラボナールを必要に応じて追加　　　するが，第7回目になると再びその効果が増強してき

し，麻酔深度がほぼ一定となつた後実験を行なつた。　　　た。第8回目投与によりその効果は著しく増強し，

爽験は2個の電導子を正中神経及び長指属筋に刺入し　　Tensilonにより拮抗された。　また表1は5例の訴徳

電気的に刺戟し，中指の楓曲運動をキモグラフイオン　　患者にBC－・16を反復投与したものであるが，いずれ

上に描かせて筋弛緩剤の効果を判定した。電気刺軟は　　　も3回投与で，Tachyphylaxisが発現し，4～6圓

4～6ボルト，刺戟時間は0．05秒，刺戟間隔は5秒と　　　目に最大となり，6～7回投与で減鰯してきている。

した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その時期に拮抗剤を投与するとTensilon（3例），
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Vagostigmin（2例）いずれも拮抗的に作用してい　　　］．Omgを投与すると増強的に作用した。更にS．C，　C．

　　（4）S．C，　C．との相互作用　　　　　　　　　　　10　mgを投与し回復期にTensilon　10Upを使用すると拮

　BC－16を少量（ユng）注射し，その回復期にSC・C・　　抗的に作用した（図5）。

図　1
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　　　τ　　　　　　　　　　　　　　　　　l
Synrex　lmチ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tensilon　1071｝g

　　BC－16少量投与時におけるTensilonの効果

　　　BG－161m9に対するTensilonの増強作用

図　2
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Synrex　1η窪　　　Synrex　1．5㎎　　　　　　　Vagostigmin　O．5㎎

　　BC－16比校的大量投与時

　　　BC－162・　5mg投与後Vagostigminの拮抗作用

図　3

　　　　　　　　　　7　　　　’　　　　　t

　　　　　　　　Synrex　1π塀　　　　　　Tensilon　10㎎

　　BC－162my投与し，30分後

　　　BC－161㎎注射Tensilonの拮抗作用

表1　　　　　BC－16反復投与の効果
症1

例

1

2

年令・性

60才6

28才6

3i33才6

4

5

26才6

29才♀

疾患名

胃　　癌

手術々式

胃全捌出術

左頸部
混合腫瘍

胃潰瘍

同　上

腸癒着症

別　出　術

胃切除術

同　　上

癒着剥離術

麻　　酔

ラボナール
笑　　　気
酸　　　素

同　　上

腰　　　麻
笑気・酸素
ラボナール

同　　上

同　　上

　　yp　y
laxis発現

　　　　　　Tach　h　－）Tach　h一

3回目

3回目

3回目

3回目

3回目

　　yp　y
laxis最大

4～6回目

4～5回目

4～5回目

4～6回目

4～6回目

Tachyphy－

1axis減弱

7回目

6回目

6回目

7回目

7回目

拮　抗　剤
及びその効果

Tensilon
　（＋）

Tensilon
　（＋）

Vagostigmin
　（＋）

Tensilon
　（＋）

VagOstigmin
　（＋）
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図　4

l　l
Synrex　1　ln9

（2）　　2nd　　l

「　1　　“　　　・　　　　・

Synrex　lmy

r曽　閣止＿＿、．

1

1　1
　Synrex　1π夢

（4）＿漁畷㌧鰯灘謡撚・1糟1
，　ア　　　　　　　　　　　　　　f
Synrex　lη夢　　　　　　　　　　　　　　　　　　Synrex　l7il9

‘’汾浴V伽碗　館1礁響1’瀦 弼　努惣　　　　　醒κ　　醒鯉！騙拓

　　曾　　　　　　　　　　　　す

Synrex　IMg　　　　　　　　　　　　　　Synrex　l10P

…　8・hL’．．灘1∴編∵’∫1副1『1㍑ド御

　　　f　　　　l
Synrex／㎎　　　Tensilon　O．2㎎／］eg

BC－16反復投与後Tensilonの効果

　（1）：第1回注射

　（2）：第2回注射
　（3）：第3回芒セ身寸

　（4）：第4。5回注射

　（5）：第6。7回注射

　（6）：第8回注射後Tensilonの拮抗作用

　またBC－16の比較的大量（4mg）を使用し，1時聞　　　笑気で全身麻酔を行ない，麻酔状態が一定となつた後

後にS・C．・C．1吻を投与するとS．C．　C，の効果は対　　BC－16を2・0～5・07昭静注し，呼吸抑制の回復期に

照に比較して著しく増強，且つ延長されTensilon　　Tensilon　10彫を静注し，その効果をみると，図7の

（0．2　1rp／勿）は拮抗的に作用した（図6）。　　　　　　　　如く初回BG一ユ6（2mg）投与後分にTensilonを静注

　　　〔」群〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　すると拮抗作用はみられないが，第2回目BC－16（2

　5例について意識下で挿管を行ない，ラボナール，　　　m9）投与後（初回BC－16注射後20・－30分）Tensilon
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図　5
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②盤曲繍盟鯉＿＿幽紬蝋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↑

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S．C．　C．　10π塀

（3）

　↑　　　　　　　　　　　↑

S．C．　C．10㎎　　　　　　　Tensilon　10㎎

BC－16とS，C．C．との相互作用

　（1）：BC－161　7ngの効果

　（2）：（1）の回復期にS・C．C．10　mgの増強作用

　（3）：更にS・C．C．10mg投与，　Tensilonの拮抗f乍用

図　6
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S．C．　C．101呼　　　　　　　　　　　　　Tensilon　O．　2m望／た皇

BC－16とS．c．　C．の’旧互f乍用

　（1）：S．C．C．10jnyの効果

　（2）：BC－164m窪使用後S．C．C．10の増強作用

　　　つづいてTensilonによる拮抗作用

は拮抗的に作用した。図8はVagostigminの拮抗作
用を示したもので初回BC－・6投与後25分1・・再びBC一　　　　　考按
、6（，吻鱒注し，・級曲線の振ll麟成少し塒期　従来BC－・6　eよR・i・①その他多数の人・②③④⑥に

にVagostigmin　lmgを静注すると振ji］iftの増加がみ　　　より初期にDepolarization　blockで，ひきつづき

られ明らかに拮抗作用が認められた。　　　　　　　　　NondePlarization　blockに移行する即ちBiphasic
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図　7
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（1）：BC－162㎎投与後4分Tensilonの増強作用
（2）：初回BC－16投与22分後BC－・162㎎注射

　　Tensilonの拮抗作用

図　8
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初回BC－16投与後25分BC－162㎎注射
Vagostigminの拮抗作用

actionを有すると云われている。またZaimis⑥ら　　　犬に認められたBiphasic　action及びTachyphy一

もすべて脱分極性筋弛緩剤はBiphasic　actionを有　　　1axisが起るかどうかを追究することは臨床上重要な

すると述べている。　　　　　　　　　　　　　　　　ことと考えられる。

　著老は第1編において犬を用い，Biphasic　action　　　左中指屈筋の収縮曲線を用いての臨床実験において

についての成績を報告した。筋弛緩剤の作用は動物に　　　は，BC－－16は比較的少量投与後でしかも早期におい

よりかなり相違を示すので⑥，果して人間においても　　　てはTensilon，　Vagostigminにより増強され，比
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較的大鑑使用後時間を経過した際は拮抗される傾向を　　　　：LBC－－1，6少鍛投与時におけるVagostigmin，

、7ドした。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tensilonの投与はBC・・　16．の効果を増強した。

　しかしBO－・16のBiphasic　actionが如何なる時　　　　2．　BC－・1C）大：徽投与後におけるVagostigmin，

間的，盤的関係により移行するかは種々議論されてい　　　Tensilonの投与は才li抗的にf乍∫llした。

る所である。Ngai，　Hanks⑦らは17人について拮抗　　　　3，　BC－1．6を反復投与すると策3園回以後は効果が

剤の研究を行い・Neostigmineは初圓投与後1，時開　　　減弱し，雛7圓R頃より：阿び作用が増強された。即ち

以上で拮抗し，Thiami皿eは4u分後で9““，i抗したと報告　　　Tacllyphy］axisと蓄横作用が諏められた。

している。Dripps⑤らはBc－16を大量使用するかま　　　　4，　Bc一ユ6とs．　c，c，はいずれも協同的に作用し

たは反復投字Lた後，約砺～90分総過すると，Tensi一　　た。

lon，　Neostigmineはいずれも80％にpv吸蕉刺戟した　　　　5，呼吸［ill線を用いての爽験ではBC・・16投与後

と述べている。Foldes⑨らはBC－－1，6　ft　O．　0370p／ieg投　　　20～30分でTensilon，　Va即sti麟minは拮抗的1こ作用

与後7分でO，3Pげ／le9のTensilonな静油し，桔抗す　　　した。

るのを見た。またBC－一：1．60・05昭／iegの投与の場禽自

発ll轍の［亘1復した時にはNeQsti繕mine，　Tensil・皿は　　1聯にあたり・星子1｝獅教授・小材磁助教授に御懇

掘・た・撒てい・・　　　　謙鍾灘購轍藩灘購矢製蕩
　鞘のメタブレーターを蜘机て釧乎吸曲線艘験　助艘けた山旺1購師，tsし敬講1　iL刊1兼介助馴こ

ではBC－16をO・04揮O・1糊／たチ投与後20～30分以内で　　　謝1慰窃表する。

Tensilon　O，2㎎／hg，　Vagostigmin　O．5四のmairl三に　　　　なお本研究の嬰鷺はll召難135｛1㍉36年第7・81m臼雀

より拮抗された。　　　　　　　　　　　　　　　麻隣学会において発炎した。

　Tachyphylaxisについてぼ本剤の作用機序力、ら考

察して齢隈磯で鋤が，従｝1モその報齢硝た　　　　　文献　　　　L
らず，Dripps⑧などほ蓄積作州はあつたがTachy一　　①Reis，　H・und　Brticke・：Neostigrnin　als　Anti－

Phy1・xisは1物ら漁力・つたと糖している。翫　d°t　bei　eine塒de験職h°ni”ma「ti野1三kenden

Bergmdnn④・轍f・・・…ac・yph1・…禰・楠器X　鵬畿賦騰es鵬L｝’°識
いない。Foldes⑨らはBC－16の作ITMNI事はDecame－h　　der　A、itagonisierbarkeit　des　langwirkenden，

thoni　ll　niに、近いものであるとし，2症例にTacliy－　　depolarisierenderi　Muskelrelaxans　hmbretiin・

phy1・・i・とおもわれるものを報雀量している。鞘の　Anaesthesist・4：174’－175，1955⑱Meiss・e「・

轍びに臨磁囎畑叫・聯にBひ・・『諮謙盆d霊鷲轟翻鼎f！灘溜1，
の反復投与によりTachyphylaxisρ傾向が見られ，　・hungen，　Anaesthesist，6：362・一・3・3，1？57

ついで蓄積作用が認められた。したがつてFoldes⑨　　　④Bergma血n，　H・　：　Spirographische　Untersuchun一

の糖の・・く・ひ・畔職・事・・De－・h・・…m餐潔智竃翻盤羅t黙糠慧le驚：
のそれと極め噸似していることがfi」Sらかになつた・　。m，thyl，。－bi、，．carb、min。y1、h。li。（エmb，eti1），

BC・・16とS・C　C．との相互作用は動物爽験並びに臨　　　Anaesthesist，7：ユ37－140，1958　　⑥Herzfeld，

床成績で同様の傾向が認められ，BC－16使用後にS，　．E・et　a1：Antagonlsten　von　Hexamethylen－bis－

9c敏用す…その作購・．・囎襯つ讐郷識拳蜜（1蜜跳野lh備．
Tensi1onに拮抗された。臨床上これら2種の弛緩剤　　　ehdplate　differences　aS　a　determining　factor

を併用する際は協同作用が強いので使朋量を加減する、　　in　the　mode　of　actiQn　of　neuromttscular　bloc一

必要があ・・　　　　　　畿総響詣謡ll？㌔12饗認1潔
　　　　　　・　　　　‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　study　of　the　action　of　1mbretil』and　its　modi榊

　　　　　　　　　　結　論　　　　　　ficati。。　i。　m、。，　A。。，thesi。1。gy，20．・　653、r658，

　手術時の患脅において電気刺戟による中指の瓶曲運　　　：959　⑧DripPs・R・D・：A　clinical　study　of

鰍びサ’・・…”・・一　yの・タブ・一・…吸・縮・録1潔ぎ緊1，1驚n聯躍：無鼎駈・

し．BC－16の少盤及び大鑑投与時の拮抗剤の効果並　　　neuromuscular　activity　of　hexarneLhylene－1。

びに反復投与時におけるTachyphyiaxis？mいて，　　6－bisLcarbaminoylcholine　bromide　（lrnbretil）

及びS．C．C．との桐互作用について追求し，次の結　　　ill　man，　Anesthesiolegy・20；767－7．75，1959

論を得たガ　　　　　1．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、


